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宮下和己県教育長に聞く

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
先
行

｜
こ
れ
ま
で
の
基
本
計

画
の
達
成
状
況
は
い
か
が
で

す
か
。

◆
全
国
学
力
調
査
は
、
ほ

ぼ
全
国
平
均
と
同
じ
程
度
と

な
り
ま
し
た
が
、
不
登
校
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り

ま
す
。
子
供
た
ち
の
「
知
・

徳
・
体
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

育
む
教
育
面
で
は
、
基
本
的

な
衱
不
易
衹
の
部
分
と
、
ス

ピ
ー
ド
感
も
も
っ
て
時
代
に

対
応
し
て
い
く
衱
流
行
衹
の

部
分
が
あ
り
、
そ
の
こ

と
を
し
っ
か
り
と

お
さ
え
た

い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
使
い
こ
な
せ
る
人
材

育
成
に
つ
い
て
は
、
学
習
指

導
要
領
の
実
施
目
標
年
次
よ

り
も
早
く
県
独
自
に
取
り
組

み
、
早
急
に
す
べ
て
の
小
中

高
等
学
校
で
充
実
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

｜
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
学
校
の
活
力
を
い
か
に

維
持
し
て
い
き
ま
す
か
。

◆
子
供
が
減
っ
て
き
た
と

い
っ
て
、
効
率
化
の
た
め
に

学
校
を
統
廃
合
し
て
い
け

ば
い
い
わ
け
で
は
な
い
。
学

校
を
地
域
社
会
の
拠
点
と

し
て
考
え
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
学
内
に
学
校
運
営
協

議
会
を
設
け
、
総
が
か
り
で

進
学
で
県
外
流
出

学
校
を
支
え
、
地
域
を
支
え

る
「
き
の
く
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
昨
年

度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
３

年
間
で
県
内
の
す
べ
て
の
公

立
学
校
に
導
入
し
て
い
き
ま

す
。｜

高
校
の
課
題
は
。

◆
学
校
に
特
色
を
も
た
せ

る
と
と
も
に
、
和
歌
山
の
子

供
は
和
歌
山
で
育
て
る
と
い

う
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
県
下
の
４
つ
の
分
校
に

加
え
、
県
立
串
本
古
座
高
校

の
グ
ロ
ー
カ
ル
コ
ー
ス
で
は

全
国
募
集
を
行
い
、
和
歌
山

に
若
い
人
を
呼
び
込
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
就
職
希
望
の

高
校
生
を
対
象
に
し
た
企
業

説
明
会
「
サ
マ
ー
企
業
ガ
イ

ダ
ン
ス
２
０
１
８
」
も
６
月

中
旬
に
開
き
ま
す
。
す
で
に

１
３
４
社
が
参
加
予
定
で
、

県
内
企
業
の
概
要
、
職
種
へ

の
理
解
を
深
め
、
県
内
へ
の

定
着
を
進
め
ま
す
。

一
方
、
大
学
進
学
に
よ
る

県
外
流
出
も
大
き
な
課
題

で
す
が
、
東
京
医
療
保
健
大

学
和
歌
山
看
護
学
部
（
２

０
１
８
年
４
月
開
設
）
や
和

歌
山
県
立
医
科
大
学
薬
学

部
（
２
０
２
１
年
度
開
設
予

定
）
な
ど
高
等
教
育
機
関

を
充
実
し
、
県
内
で
資
格
が

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

「
未
来
を
拓
く
ひ
と
を
育
む
和
歌
山
」
を
掲
げ
て
今
春
か
ら
新
た
な
教
育
振
興

基
本
計
画
（
第
３
期
、
５
年
）
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
人
口
減
少
・
高
齢
化
や
グ
ロ

ー
バ
ル
化
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
へ
の
対
策
を
迫
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
柱
は

子
供
た
ち
へ
の
希
望
だ
。
和
歌
山
の
教
育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
県
教
委
の
宮

下
和
己
教
育
長
(

)
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

高台に向かって避難する訓練に

取り組む子供たち‖県教委提供

防
災
啓
発
「
津
波
の
日
」に
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト

｜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を

め
ぐ
る
防
災
教
育
へ
の
取
り

組
み
は
。

◆
地
域
の
防
災
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
の
学
校
の
教
職

員
が
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

の
役
割
を
担
っ
て
も
ら
い
ま

す
。
地
震
・
津
波
な
ど
の
避

難
に
は
一
刻
の
猶
予
も
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
命
を
守
る
た
め

に
中
高
校
生
も
自
ら
率
先
し

て
動
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
江
戸
後
期
の
安
政
南
海

地
震
の
際
、
和
歌
山
を
襲
っ

た
津
波
か
ら
村
人
の
命
を
す

く
っ
た
と
い
う
「
稲
む
ら
の

火
」
に
ち
な
ん
で
「
世
界
津

波
の
日
（

月
５
日
）
」
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の「
世

界
津
波
の
日
」
高
校
生
サ
ミ

ッ
ト
が
今
年

月

日
、

月
１
日
の
２
日
間
、
本
県
で

開
か
れ
、
世
界
約

カ
国
か

ら
参
加
し
、
そ
の
成
果
を
和

歌
山
か
ら
世
界
に
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

｜
和
歌
山
ら
し
い
「
ふ

る
さ
と
教
育
」
を
推
進
さ
れ

て
い
ま
す
ね
。

◆
和
歌
山
で
育
っ
た
こ
と

に
誇
り
を
も
ち
、
海
外
や
県

外
に
活
躍
の
場
を
求
め
て
転

出
し
た
人
た
ち
に
も
、
和
歌

山
と
世
界
が
直
接
つ
な
が
っ

て
い
る
と
の
実
感
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
っ
と
和
歌
山
の
こ

と
を
知
っ
て
、
学
ん
で
も
ら

お
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
和
歌
山
県
版
の
ふ
る
さ

と
教
科
書
「
わ
か
や
ま
何
で

も
帳
」
を
中
学
生
全
員
に
配

布
し
、
授
業
な
ど
で
活
用
し

て
い
ま
す
。
本
県
独
自
の
道

徳
教
科
書
「
心
の
と
び
ら
」

や
「
希
望
の
か
け
は
し
」
も

作
り
、
そ
の
中
で
和
歌
山
の

先
人
た
ち
の
偉
業
も
紹
介
し

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
ク
イ

ズ
形
式
を
用
い
た
「
ふ
る
さ

と
検
定
」
も
実
施
し
ま
す
。

和
歌
山
に
は
豊
か
な
自

然
黬
素
晴
ら
し
い
風
土

文
化

が
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
の

成
長
を
支
え
る
質
の
高
い
教

育
環
境
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

築
き
、
未
来
を
拓
い
て
い
く

力
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

中学生に地元学ぶ教科書



ＩＣＴ教育

２中で実証実験

授業で情報通信技術活用

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

信
な
ど
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
」
。

和
歌
山
県
立
桐
蔭
中
学
校

（
和
歌
山
市
）
は
、
そ
の
先

進
的
な
授
業
を
実
践
し
て
い

る
。
県
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に

先
立
っ
て
今
春
か
ら
同
校
で

は
日
高
高
校
付
属
中
学
校

（
御
坊
市
）
と
と
も
に
３
年

生
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

が
個
別
配
布
さ
れ
、
実
証
実

験
が
行
わ
れ
る
。

タブレットを活用したグループ学習を楽しむ生徒たち

（いずれも和歌山県立桐蔭中学校提供）

主
体
的
な
学
習
活
発
に

中３全員にタブレット

電子黒板を使用した授業風景

◇

５
月
下
旬
に
訪
ね
た
桐
蔭

中
で
は
、
生
徒
に
配
布
さ
れ

る
タ
ブ
レ
ッ
ト

台
を
待
ち

か
ね
て
い
た
。
嶋
田
暢
也
教

頭
(

)
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

で
、
授
業
中
、
生
徒
が
主
体

的
で
対
話
的
な
学
び
を
活
発

に
行
え
る
。
教
員
に
と
っ
て

テ
ン
ポ
良
く
、
メ
リ
ハ
リ
が

効
い
た
授
業
を
工
夫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
学
校
の
授

業
と
家
庭
で
の
学
び
を
結
び

つ
け
、
学
習
効
果
を
ど
う
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
非

常
に
楽
し
み
で
す
」と
語
る
。

桐
蔭
中
は
、
中
高
一
貫
に

よ
る
系
統
的
な
教
育
活
動
を

目
指
し
て
い
る
黭｢
科
学
｣｢
国

際
｣｢
表
現
｣
と
い
う
３
領
域

で
、
教
科
の
枠
を
超
え
て
知

的
好
奇
心
を
育
む
「
桐
蔭
キ

ュ
リ
オ
」
と
い
う
独
自
の
教

育
を
実
践
。
電
子
黒
板
は
す

で
に
全
教
室
に
配
備
さ
れ
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
も
整

備
さ
れ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
学
習
は

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
英
語

５
年
前
か
ら
始
め
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
質
の
高
い
学
び
と

教
育
の
効
率
化
だ
。
社
会
科

で
は
、
世
界
各
地
の
美
し
い

光
景
や
統
計
資
料
等
を
電
子

黒
板
に
映
し
、
詳
し
く
紹
介

す
る
。
英
語
で
は
、
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
を
活
用
し
て
、
英
語

の
歌
を
楽
し
み
な
が
ら
発
音

や
聞
き
取
り
の
学
習
も
重
ね

て
き
た
。
数
学
で
は
、
問
題

の
難
度
に
応
じ
て
ヒ
ン
ト
を

示
し
、
グ
ラ
フ
や
立
体
図
形

の
移
動
も
分
か
り
や
す
く
説

明
で
き
る
。

教
員
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
教
材

の
質
を
高
め
、
教
材
研
究
の

負
担
を
軽
減
で
き
る
。
生
徒

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
電
子
黒

板
を
使
っ
て
自
分
の
意
見
を

発
表
し
話
し
合
う
こ
と
で
、

理
解
を
深
め
、
さ
ら
な
る
学

び
に
向
か
う
力
を
獲
得
で
き

る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必

要
な
資
質
の
育
成
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

は
切
り
離
せ
な
い
。

個
別
配
布
さ
れ
る
タ
ブ
レ

ッ
ト
は
、
各
家
庭
の
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
に
接
続
す
る
こ
と
を
想

定
す
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
型
の

ド
リ
ル
教
材
も
備
え
、
生
徒

た
ち
が
家
庭
で
も
難
易
度
に

応
じ
て
学
習
で
き
る
。
英
語

担
当
の
髙
橋
健
太
教
諭
(

)

は
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
音
に
か

ぶ
せ
て
英
語
の
発
音
練
習
が

で
き
ま
す
。
生
徒
た
ち
が
好

き
な
こ
と
を
調
べ
た
り
、
自

分
の
夢
に
つ
い
て
英
語
で
発

表
し
た
り
し
て
、
ス
ピ
ー
チ

能
力
を
磨
く
た
め
に
も
活
用

し
た
い
」
と
期
待
す
る
。

今
回
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
個

人
配
布
で
保
護
者
説
明
会
を

開
い
た
と
こ
ろ
、
情
報
モ
ラ

ル
や
通
信
時
間
の
制
限
を
め

ぐ
る
指
摘
も
あ
っ
た
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
午
後

時
か
ら
午

前
５
時
の
間
は
使
用
で
き
な

い
よ
う
に
設
定
し
て
い
る
。

た
だ
保
護
者
の
希
望
が
あ
れ

ば
、
午
後

時
か
ら

時
ま

で
の
２
時
間
延
長
使
用
で
き

る
よ
う
に
決
め
た
。

こ
の
ほ
か
情
報
の
共
有
や

グ
ル
ー
プ
発
表
な
ど
の
教
育

方
法
に
つ
い
て
は
和
歌
山
大

学
か
ら
指
導
助
言
を
受
け

る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
状

況
、
位
置
情
報
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
実
証
実

験
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
警
備
保

障
会
社
と
学
校
が
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
管
理
し
、
安
全

で
安
心
な
生
活
環
境
の
面
で

も
活
用
を
図
っ
て
い
く
。



変わる
大学入試

20年度から「共通テスト」

大
学
入
試
が
大
き
く
変
わ

る
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
は

年
度
を
最
後
に
廃
止

さ
れ
、

年
度（

年
１
月
）

か
ら
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
」
と
な
る
。
新
制
度
で
何

が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
専
修

学
校
「
和
歌
山
英
数
学
館
」

校
長
代
理
の
吉
田
浩
毅
さ
ん

(

)
に
聞
い
た
。

国語数学に記述式問題

思
考
・
判
断
・
表
現
力
重
視

よしだ・ひろき 専修学校「和歌
山英数学館」校長代理、教育スーパ
ーバイザー。和歌山市出身。新潟大
学卒。受験生、保護者向けのセミナ
ーを開催。地域のサッカーチームの
指導もしている。

和歌山英数学館校長代理

吉田浩毅さん

◇

現
在
の
高
１
か
ら

｜
新
制
度
の
概
要
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

◆
現
在
の
高
校
１
年
生
か

ら
そ
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

出
題
教
科
・
科
目
は
導
入
当

初
に
は
現
行
の
セ
ン
タ
ー
試

験
と
同
じ
く
６
教
科

科
目

が
予
定
さ
れ
、
従
来
の
「
知

識
・
技
能
」
に
加
え
て
「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」

が
重
視
さ
れ
ま
す
。
特
に
国

語
・
数
学
で
は
記
述
式
問
題

が
導
入
さ
れ
、
試
験
時
間
も

延
長
さ
れ
ま
す
。

英
語
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
重
視
し
よ

う
と
、
４
技
能
（
読
む
・
聞

く
・
話
す
・
書
く
）
が
評
価

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
大
勢

の
受
験
生
に
対
し
て
一
斉
に

「
話
す
」
試
験
を
実
施
す
る

の
は
難
し
い
の
で
、
民
間
の

資
格
・
検
定
試
験
（
高
校
３

年
生
の
間
に
２
回
ま
で
）
が

活
用
さ
れ
ま
す
。そ
れ
で
も
、

民
間
試
験
と
共
通
テ
ス
ト
を

ど
う
利
用
す
る
か
は
大
学
側

が
指
定
し
ま
す
。
ま
だ
不
透

明
な
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
す

が
、
英
語
の
総
合
力
が
求
め

ら
れ
、
よ
り
深
い
学
習
を
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
ね
。

｜
和
歌
山
の
進
学
状
況

は
。◆

大
学
進
学
を
め
ぐ
る
県

外
流
出
率
は
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
す
。
ま
た
、
紀

北
地
区
の
高
校
生
は
自
宅
か

ら
通
え
る
大
阪
府
内
の
大
学

に
進
学
す
る
傾
向
が
あ
り
、

片
道
２
時
間
半
で
も
苦
に
し

な
い
よ
う
で
す
。
県
内
へ
の

３
大
学
誘
致
に
よ
る
効
果
に

は
期
待
し
て
い
ま
す
。

年

の
県
立
医
科
大
薬
学
部
の
開

設
に
は
非
常
に
大
き
な
役
割

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
畿
圏
で
国
立
大
学
の
薬
学

部
は
、
京
都
大
と
大
阪
大
に

し
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

｜
新
テ
ス
ト
に
対
す
る

高
校
現
場
の
動
き
は
い
か
が

で
す
か
。

◆
新
テ
ス
ト
が
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、
あ
ま
り
見
え
て

な
い
の
が
実
情
で
す
。
「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」

が
重
視
さ
れ
る
と
い
う
総
合

的
な
判
断
に
基
づ
い
て
準
備

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

和
歌
山
県
で
は
、
大
学
受
験

を
め
ぐ
っ
て
時
代
の
ス
ピ
ー

ド
に
ま
だ
つ
い
て
い
け
て
い

ま
せ
ん
。
高
校
の
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
に
い
る
と
思
っ
て
い

る
生
徒
も
全
国
的
な
水
準

か
ら
み
れ
ば
、
そ
う
安
心
は

で
き
ま
せ
ん
。
周
囲
の
環
境

に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
受

験
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
で

す
ね
。｜

受
験
生
へ
の
具
体
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

◆
新
テ
ス
ト
で
は
、
国
語

・
数
学
で
従
来
の
マ
ー
ク
シ

ー
ト
方
式
か
ら
記
述
式
が
導

入
さ
れ
ま
す
か
ら
、
普
段
か

ら
書
く
こ
と
に
時
間
を
惜
し

ま
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。
い

ま
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

教
育
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

み
、
書
く
機
会
が
減
っ
て
い

ま
す
。

気
に
な
る
の
は
若
い
人
の

国
語
力
の
低
下
で
す
ね
。
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
通
し
て

簡
単
に
情
報
を
集
め
、
表
面

的
な
理
解
で
済
ま
し
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
読
解
力
を
身

に
着
け
る
こ
と
が
す
べ
て
の

基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
部
活
を
含
め
て

い
ろ
ん
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す

る
こ
と
で
、
知
的
好
奇
心
の

種
を
増
や
し
、
育
て
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
進
路
の
選

択
に
あ
た
っ
て
は
、
受
け
身

で
は
な
く
、
自
ら
の
選
択
で

可
能
性
を
引
き
出
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
若
い
間

に
は
無
限
の
力
が
あ
り
、
惜

し
ま
ず
チ
ャ
ン
ス
に
挑
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
。

大学センター試験に臨む受験生ら黕３年後には麎大学入学共通

テスト麏へと変わる‖和歌山市栄谷の和歌山大で１月13日

普
段
か
ら「
書
く
」習
慣
を


